
　相生市内の国道 2 号と国道 250 号を南
北に結ぶ総延長約2.8キロメートルの新設・
幹線道路「県道竜泉那波線」の供用開始が
令和８年度末になりました。開通時期につ
いては、2024( 令和６) 年 2 月議会の一般
質問において、土木部長より、令和 7年度
中の供用に向けて整備を進めて行きますと
の答弁を得ていましたが、１年延長するこ
とになりましたのでご報告いたします。
　同線は平成 9年度に着工。北側第 1工区
の工事区間約 1.5 キロは平成 14 年度に供
用開始され、南側第 2工区の約 1.3 キロは、
平成 16 年度に着手しました。
　ＪＲ赤穂線を跨ぐ橋梁の架設も２月に完
了し、岩盤を切り下げる大規模な土工工事
を進めていましたが、想定以上に固く、通
常の工法では対応できないため、特殊工法
により岩掘削を行う必要が生じ、現在、実
施しています。

令和８年度末の全線供用開始へ　工事の安全等に配慮　工期１年延長
　また、占用物件である NTT マンホール
の移設を行う必要がありますが、重要な
ケーブルが入っており、移設に時間を要し
ています。このような要因で供用開始時期
が遅れることとなりました。
　今年度はこの工事を所管する建設常任委
員長としても、しっかりとサポートをして
きましたが、工事の安全確保や、災害が発
生した場合にもしっかり機能する強靭な道
路とするためにも、やむを得ず、ご理解い
ただきたいと思います。
　市道那波佐方線においても、県道竜泉那
波線との同時供用開始となることから、県
道工事の進捗に合わせることとなります。
　現在も作業が着々と進められており、１
日も早い全線供用開始に向け、引き続き県
当局に働きかけてまいります。ご理解、ご
協力をお願いいたします。

第372回定例県議会  決算委員会に臨む
　令和７年は阪神・淡路大震災30年、戦後80年、昭和100年の節
目の年でした。歴史を振り返るとともに、新たな未来像が大阪・
関西万博等で示されました。兵庫県政は未だ混迷が続いています
が、県当局と県議会が車の両輪となって、安全・安心を第一に、
喫緊の課題や、人と人、人と自然が共生する明確な未来デザイン
を議論してきました。午年の令和８年。勇まし馬のように行動
し、笑顔、感動につながる政策を具体化する使命を果たす決意を
新たにしています。

　特に、長引く物価高騰などを踏まえ、緊急対策を求め、９月、12月と２度にわたり、県
民生活を支えることを重点とした補正予算が編成され、議会での審議の結果、可決しまし
た。このような目の前の課題に対してスピーディに対応するとともに、県民の声に真摯に
耳を傾け、思いやりに満ちた県政の推進に努めていくことこそが、兵庫の未来を切り拓く
礎となるものと確信しています。
　第372回９月定例県議会では、令和６年度決算案を集中審議する決算特別委員会の委員
として審査・質疑を行いました。質疑は部局ごとに行われ、その概要を紹介させていただ
きます。ご一読ください。
　相生市においても変革期を迎えています。だからこそ、これまで以上に相生市との連携
強化に汗を流し、ふるさとの発展に向け全身全霊で取り組んでまいります。今後とも倍旧
のご支援ご指導を賜りますようお願い申し上げます。
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円となっている。
　富山　売却に当たっては、県民の貴重な
財産を処分するものであることから、適正
かつ透明性を持って進められなければなら
ない。売却を促進するため、どのような工
夫や手続を行っているのか？
　管財課長　売却に当たっては一般競争入
札を２回行い、それ以降は先着順で継続的
に受付ている。初回の入札では、より高い
価格を期待し、最低入札価格を非公表とし
ているが、２回目は公表とし、入札に参加
しやすい環境を整えている。

県有財産の売却実績について
　富山　県有財産のうち地域の発展に資す
る見込みがなくなったものは、県の収入確
保の観点から、売却を積極的に進めていく
べき。令和６年度決算を含め、過去３年間
程度の件数及びその金額は？
　管財課長　管財課で売却している物件に
ついて、令和４年度は売り出したもの25件
のうち売却実績は10件、６億円、令和５年
度は同じく20件のうち４件、2.9億円、令
和６年度は同じく26件のうち10件、3.6億
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第２～３面に続く

県道竜泉那波線新設工事の進捗状況について

　物価高騰の影響を受ける県民生活と地域産業を守
るため、12月補正予算で緊急経済対策を実施します。
　家計支援として、はばタン Pay ＋第 5 弾（7,500
円分を 5,000 円で販売、最大 4口、令和 8年３月下
旬申込開始）、LP ガス利用者への 1 契約 1,050 円の
料金軽減を実施。
　さらに、社会福祉施設・医療機関への光熱費・食

令和7年度12月 緊急経済対策補正 費上昇分を支援するため一時支援金を支給、タク
シー・トラック・路線バス事業者への燃料高騰対策
として一時支援金を支給、介護・医療分野の処遇改
善等対策経費の支援を行います。
　加えて、マガキ被害対策では 12 月 15 日に根本農
林水産副大臣、県副知事、農林水産部長が鰯浜を現
地調査し、相生市長、市議会議長、組合長、生産者
から現状と要望を直接聴取。私も立ち会い、現場の
声を国・県へ届けました。

県道竜泉那波線の位置図
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決算特別委員会に臨む  危機管理の強化、子育て支援策など質問

官民一体となった特殊
詐欺等の被害防止対策
　富山　令和６年中
の県下における特殊
詐欺の被害認知件
数は1,445件で、前
年比221件増えてい
る。警察による検挙
は重要だが、日常的
に住民と接する金融
機関やコンビニ、自

福祉の充実 、安全安心で住み続けられる活力あるまちづくりに向けて
治体・地域包括センターなどと一層連携し、
社会全体での抑止の仕組みが求められる。
　警察本部長　民間企業等の協力のもと情報
発信や店頭などで広報啓発動画を放映。金融
機関と協定を締結し、詐欺被害を未然に防止
する水際対策を強化している。地域包括支援
センターとともに家族・地域・社会の絆を強
化し、被害防止につなげる取組を進める。

少年の非行防止対策について
　富山　県下における非行少年の検挙・補導
人数は令和６年、2,343人、前年比180人の増
加。警察による取締り強化はもちろん、学校
や地域と連携し、早期発見、そして子供たち

の規範意識を高める啓発運動が必要。
　生活安全部長　学校と連携し、非行防止教
育を行っているほか、大学生と協力し、対話
型の情報モラル教育なども行っている。社会
全体で少年の健全育成に向けて取り組む。

国際化への対応について
　富山　外国人関連の犯罪事案に対して迅速
かつ的確に対応するためには、通訳体制の充
実が必要。県警における対応強化の考えは？
　組織犯罪対策局長　語学の堪能な警察職員
17言語延べ181名に加え、部外の通訳人37言
語延べ308名を24時間体制で運用。ＡＩの機
械翻訳システムの導入なども進める。
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能登半島地震で得た教訓
　富山　能登半島地震で得た教訓を今後の備
え、とりわけ避難所運営体制の充実にどう活
かすのか？
　災害対策課長　避難所運営体制としては、
生活用水確保の点から、循環型シャワーの備
蓄及び備えを充実させるとともに、トイレカ
ーを配備する。加えて、温食提供の更なる支
援体制の強化を図っていく。
能登半島地震と豪雨災害の複合的被害からの教訓

少子化・人口減少への
対応と子育て支援

　富山　待機児童数の
現状、特に、安定的な
保育人材の確保に向
け、保育士の処遇改善等にどのように努め、
どの程度改善が進んだのか？
　こども政策課長　令和７年４月時点の本
県の待機児童数は、ピーク時の平成30年の
1,988人と比較して約10分の１の199人にまで
減少。保育士確保はマッチング支援や潜在保
育士の復職支援研修の実施等に取り組んだ結
果、県内の保育士は令和５年・約２万2,000人
と前年から約600人増加しているが、本年４
月の保育士の有効求人倍率は2.17倍と依然深
刻な状況。更なる人材確保策を議論・検討す
る。給与は平成25年度からの処遇改善等加算
により月額最大15万3,000円の改善がなされ
たほか、県独自の人件費補助で平均給与の上
昇率は、県内全産業の上昇率を約20％程度上
回った。
　富山　現場での保育士の声を聞くと、職場
での人材不足で自分たち一人ひとりの負担が
重いという。引き続きご努力をお願いする。

障害者福祉と就労支援
　富山　障害のある方々が地域で自立した生
活を送り、社会に参画していくためには、就

労支援や工賃向上の取組が大変重要。
令和６年度における県内の就労継続支
援Ａ型・Ｂ型事業所の利用者数と平均
賃金月額・工賃月額は？
　ユニバーサル推進課長　県内の実績、
速報値になるがＡ型の１日の平均利
用者数は約3,200人、平均賃金は９万

3,394円。Ｂ型の１日の平均利用者数は約１万
3,000人、平均工賃は２万437円。特にＢ型で
は昨年度の１万9,140円から約1,300円上昇し
ている。
　富山　就労実践にとどまらず就労の質や職
場定着に結び付くような支援を引き続きお願
いする。

生活困窮者支援と社会的孤立対策
　富山　物価高騰や雇用環境の変化により生
活困窮者や独り親家庭に対する支援の必要性
が一層高まっている。困窮状態に陥る背景に
は社会的孤立を抱えるケースもあり、孤独・
孤立対策面からのアプローチも欠かせない。
　地域福祉課長　困窮世帯等への見守りも兼
ねた配食支援など、従前より課題に応じた取
組を講じてきたが、孤独・孤立対策の推進に
は、福祉に限らず分野横断的な取組が求めら
れている。そこで今年度から公民連携のプラ
ットフォームを立ち上げ、先進事例の共有や
様々な分野の合同研修などを通じて多様な支
援団体間における連携・協働体制を構築す
る。

自殺防止対策の推進
　富山　自殺は、年齢階層ごとに特徴的なリ
スク要因が存在していると思う。ライフステ
ージや性別に応じた取組が重要。どのような
施策を展開しているのか？
　福祉部次長　若年層対策として高校・大学
等の生徒や教員を対象に講座を開催。働き盛
り世代対策として企業の管理職等を対象とし
てゲートキーパー講座の開催や、弁護士によ
る夜間電話法律相談を実施し、解雇や多重債
務等の相談に応じている。また、女性相談員
による女性専用の電話相談窓口を開設。高齢
者に対しては未然防止を図るため、介護支援
専門員などに対する研修会を開催。取組の結
果、令和６年の自殺者数は過去30年で最も
少ない845人となったが、若者世代の自殺者
数の増加や、依然として自殺者の多い働き盛
りの世代への支援が課題。ライフステージや
社会情勢を踏まえたきめ細やかな施策を展開
し、誰もが自殺に追い込まれることのない兵
庫の実現を目指す。
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他の部局別審査については次号以降に掲載予定です

　富山　地震
に続き豪雨が
直撃する複合
的な災害の事
例はまれでは
あるが、気候
変動等を背景
に同様の事態
が発生するこ
とが危惧され
る。複合災害を想定した県の災害対応は？
　危機管理部次長　事務局運営マニュアルの
改定などに着手している。複合災害も見据え
関係機関と連携し、円滑に対応ができる体制
を整備していく。加えて、他の種類の災害リ
スクを考慮に入れた災害対策本部訓練を実施
するなど複合災害も想定した取組を進める。

人口減少社会における自治体間の連携
　富山　県と市町がそれぞれの役割や機能を
発揮するためには、限られた人材と財源を有
効に活用しながら行政課題を解決していく自
治体間の連携が今後ますます重要になる。県
と市町との役割分担を踏まえながら、どのよ
うな施策展開を図っているのか？
　総務部長　県と市町の連携について、水道
における垂直連携による市町自己水源から県
営水道への切替えなど、市町のニーズや地域
の実情を踏まえた連携を行ってきた。専門人
材の人的支援としては、デジタル人材の育成
支援、また、まちづくり技術センターによる
公共建築工事の包括的支援などを行ってい
る。引き続き、限られた人材を有効に活用す
るため、自治体間の連携の一層の推進に取り
組む。
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